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鶴
丸
城

御
楼
門
の
建
設
に
向
け
て

　
鹿
児
島
城（
鶴
丸
城
）は
、慶
長
６
年（
1
6
0
1
年
）に

島
津
家
第
18
代
当
主
家
久
が
建
設
に
着
手
し
た

島
津
氏
の
居
城
で
、本
丸
・
二
の
丸
か
ら
な
り
、

本
丸
の
大
手
門（
正
門
）で
あ
る
御
楼
門
が
あ
り
ま
し
た
が
、

明
治
６
年（
1
8
7
3
年
）の
火
災
で
本
丸
な
ど
と
と
も
に

消
失
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、鶴
丸
城
跡（
現
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

（
鹿
児
島
市
城
山
町
））に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る

鶴
丸
城
御
楼
門
お
よ
び
御
角
櫓
の
建
設
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
る
ま
る
じ
ょ
う

ご
　
ろ
う 

も
ん

お  

す
み 

や
ぐ
ら

れ
い
め
い
か
ん

　
御
楼
門
は
、
鶴
丸
城
の
大
手
門（
正
門
）で
、
高

さ
約
18
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
20
メ
ー
ト
ル
の
堂
々
た

る
武
家
門
で
し
た
。特
に
主
柱
の
幅
は
３
尺
（
約

0
・
9
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
る
大
き
な
門
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
で
消
失
す
る
前
の
明
治
初
期
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
や
、
残
さ
れ
て
い
た
礎
石
の
痕
跡
か

ら
、
主
柱
や
脇
柱
な
ど
の
大
き
さ
が
判
明
し
て
お

り
、
類
似
例
や
文
献
資
料
な
ど
を
参
考
に
建
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

● 

御
楼
門
と
は

［ 御楼門建設予定地 ］

［ 御楼門（尚古集成館蔵） ］



［ 問い合わせ先 ］ 
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● 

建
設
の
意
義

　
御
楼
門
の
建
設
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
４
月
に
鹿
児
島
経
済

同
友
会
を
中
心
と
し
て
、
経
済
界
や
個
人
に
よ
る
募

金
な
ど
を
主
な
財
源
と
す
る
復
元
計
画
が
提
言
さ

れ
、
そ
の
後
発
足
し
た
「
鶴
丸
城
御
楼
門
復
元
実
行

委
員
会
」
が
、
企
業
や
個
人
に
対
し
て
寄
附
金
の
募

集
を
行
っ
た
結
果
、
目
標
額
を
上
回
る
寄
附
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
民
間
が
主
導
す
る
新
た
な
官

民
連
携
の
一
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ま
た
、
歴
史
や

文
化
、「
な
ま
こ
壁
」や「
入
母
屋
づ
く
り
」と
い
っ
た

建
築
技
術
の
継
承
の
ほ
か
、
新
た
な
観
光
拠
点
づ
く

り
と
し
て
も
意
義
あ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
御
楼
門
が
鹿
児
島
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
、
文
化
施
設
な
ど
が
集
中
す
る
鹿
児
島
市
城
山

町
、
山
下
町
一
帯
の「
か
ご
し
ま
文
化
ゾ
ー
ン
」が
充

実
す
る
こ
と
で
、
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
天
文
館
、
か

ご
し
ま
文
化
ゾ
ー
ン
へ
の
人
の
流
れ
が
創
出
さ
れ
、

経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

● 

建
設
に
向
け
て

　
平
成
27
年
２
月
、
県
と
「
鶴
丸
城
御
楼
門
復
元

実
行
委
員
会
」
は
「
鶴
丸
城
御
楼
門
建
設
協
議

会
」
を
設
立
し
、
御
楼
門
の
建
設
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
平
成
32
年
３

月
の
完
成
に
向
け
、
現
在
、
必
要
な
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎御楼門などの資料を探しています
　現在、明治初期に撮影された写真しか確認されていないた
め、県では、鶴丸城御楼門や御角櫓の写真など、資料を集めて
います。写真などの資料をお持ちの方はご連絡ください。

◎大径木についての情報をお寄せください
　御楼門の建設には､直径１メートルを超えるような丸太の大
径木が約10本必要です。協議会では､平成27年11月に岐阜市
で開催された「全国銘木展示大会」において、御楼門の鏡柱な
どの候補となる「ケヤキ」（直径110センチメートル・長さ約10

メートル）を一本調達しまし
た。建設に必要な大径木につ
いて、所有者や木材関係業者の
方々からの情報を広く募集して
います。
※募集内容など詳しくは､県
ホームページをご覧ください。

い
り 

も
　
や

お
も
て
か
た
ご 

ゆ
う
ひ
つ
の
ま
に
っ
き

あ
つ
ひ
め

　
御
楼
門
は
、
鶴
丸
城
の
大
手
門（
正
門
）で
、
高

さ
約
18
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
20
メ
ー
ト
ル
の
堂
々
た

る
武
家
門
で
し
た
。特
に
主
柱
の
幅
は
３
尺
（
約

0
・
9
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
る
大
き
な
門
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
で
消
失
す
る
前
の
明
治
初
期
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
や
、
残
さ
れ
て
い
た
礎
石
の
痕
跡
か

ら
、
主
柱
や
脇
柱
な
ど
の
大
き
さ
が
判
明
し
て
お

り
、
類
似
例
や
文
献
資
料
な
ど
を
参
考
に
建
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
御
楼
門
と
連
な
り
城
郭
を
構
成
す
る
重
要

な
建
物
で
あ
る「
御
角
櫓
」に
つ
い
て
も
、
県
に
お
い

て
、建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。御
角
櫓
は
、本

丸
の
南
東
角
に
位
置
し
、
城
の
防
御
と
と
も
に
美
観

や
威
厳
を
保
つ
役
目
を
持
つ
施
設
で
、
物
品
収
蔵
施

設
と
し
て
の
用
途
も
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。尚
古
集
成
館
所
蔵
の
奥
日
記
の
一
つ
で
あ
る

「
表
方
御
右
筆
間
日
記
」に
は
、
篤
姫
が
御
角
櫓
か
ら

祇
園
祭
を
見
物
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

岐
阜
県
の
協
力

　
宝
暦
治
水
工
事
の
偉
業
を
縁
に
鹿
児
島
県
と
姉

妹
県
盟
約
を
締
結
し
て
い
る
岐
阜
県
で
は
、
御
楼

門
建
設
に
岐
阜
県
産
木
材
を
提
供
す
る
こ
と
で
鹿

児
島
県
と
の
友
好
の
証
を
示
し
、
両
県
の
絆
を
深

め
よ
う
と
、
平
成
27
年
12
月
７
日
、
「
鹿
児
島
県

と
の
友
好
の
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
を

設
立
。
同
月
17
日
に
は
、
提
供
木
で
あ
る
岐
阜
県

産
ケ
ヤ
キ
の
伐
採
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 御楼門

御角櫓 ▲

部分図（鶴丸城）

［ 御角櫓（尚古集成館蔵） ］

募集しています！

県ホームページ＞教育・文化・交流＞文化・芸術＞鶴丸城御楼門・御角櫓

［ 天保年間鹿児島城下絵図（鹿児島市立美術館蔵） ］


